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ツバキ花粉アレルゲン Cj57 の機能解析 
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秋山ら (1989 年 ) によってツバキ 花粉症が報告され、 吉田 ら ( 花粉 誌 2002 

年 ) により、 ツバキ花粉症患者の 血清を用いた 二次元電気泳動 - イ ム ノブロッ 

ト 解析が行われ、 分子量がそれぞれ 57, 52, 50 kDa のアレルゲンタンパク 質 

が同定されている。 今回は、 それらのうちの 57kDa タンパク質 (Cj57 ビ ameJ Ⅱ a 

japo Ⅲ ica  旦 kDa  pollen  allergen) に注目して、 その抗体を用いた 免疫化学的 

および免疫電子顕微鏡 法 による解析を 行った結果について 報告する。 

57 kDa に対するポリクロナール 抗体を作成した。 完熟花粉について 抗 C 捷 7 

抗体を用いた イム ノプロットを 行ったところ、 患者血清で認識された 3 本のバ 

ンドのうち、 分子量 57 kDa の位置にバンドが 検出され ( 下図矢尻 ) 、 さらにそ 

の 下方にも てィナ 一なバンドが 検出された ( 下図矢印 ) 。 次に花粉の培養時間 

における Cj57 の存在様式を 調べたところ、 Cj57 の存在量は花粉が 吸水して 5 

分後に最大となり、 その後の発芽・ 花粉管伸長にともなって 減少する傾向を 示 

した。 一方、 マイナ一なバンドは 吸水直後に消失した。 また，仏種花粉におけ 

る cj57 の存在の有無を 調べたところ、 被子植物 ( 単子葉および 双子葉 ) . 裸子 

植物に関わらず、 調べた全ての 花粉でその存在が 確認、 された。 そして 抗 cj57 

抗体を用いた 免疫電子顕微鏡解析により、 cj57 

は完熟花粉では 細胞質に存在していることが 明 A B C D E F 
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、 ソ バキ花粉の培養時間における 臼 57 の存在様式 

上段 : ツバキ花粉タンパタ 質を SDS-%GE 後に銀染色 
した 像 
A:.0 分 B:5 分 C:.10 分 D:40 分 E:60 分 F:180 分 

をそれぞれ示す。 

下段 ; 抗 Cj57 抗体を用いた イム ノブロット 
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